
殴
宅
へ

呼
被
申
J
遮
被
巾
候
て
、共
方
税
は
先
年
何
屋
の
何
某
と
云
者

と
，
か
桜
/
¥
の
公
事
致
し
、
共
方
非
分
に
成
申
候
核
に
党
候
。
踊

共
通
り
に
候
哉
と
被
簿
候
。
成
程
共
通
り
陀
御
座
候
旨
巾
・候
へ
ば
.

共
相
手
を
も
呼
被
申
候
て
、
先
年
の
公
事
の
趣
、
霊
て
又
委
細
吟
味

有
之
候
へ
ば
、
布
子
の
税
制
描
分
に
相
側
巾
侠

τ、
共
泊
り
さ
ば
き
被

申
候
由
。
理
分

E
持
な
が
ら
非
分
に
成
候
故
、
家
内
の
者
共
何
も
周

防
殿

E
怨
巾
候
故
.
小
児
と
い
へ

ど
も
そ
れ
に
習
候
て
.
周
防
殿

E

悪
み
候
て
悪
口
申
候
。
防
州
平
生
北
ハ
所
陀
心
を
付
被
申
候
て、

路
次

可
卸

小
説

巷
十

殿
被
通
候
を
見
候
て
、
五
六
歳
許
児

一
人
・
周
防
め
が
通
る
、
周
防

め
が
泊
る
と
巾
候
。
共
税
承
候
て
大
民
総
き
・
走
り
出
て
共
子
主
叱

り
巾
候
。
周
防
殿
北
ハ
所
を
一
辿
泊
。
掠
人
主
以
て
、
ホ
の
子
は
何
屋
の

維
と
巾
者
の
子
に
て
候
哉
と
紋
郡
候
。
貌
ど
も
此
俄
を
承
俣
て
、
只

背中
は
有
之
問
敷
と
怖
れ
居
申
候
。

一
一一
一一
日
過
候
て
、
右
の
親
を
周
防
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北
川
庄
右
術
門
は
微
妙
公
御
代
使
帯
也
。
共
時
分
の
御
使
帯
は
、
列

も
向
く
物
頭
並
也
。
微
妙
公
認
逝
の
後
、
庄
右
衛
門
始
め
御
使
詳
の

班
、
不
叫
出
御
瓜
廻
に
被
成
候
。

共
後
庄
中
市
街
門
並
中
川
拘
左
術
門

鰐
酬
町
御
雨
入、

御
小
姓
呑
頭
被
仰
付
候
。
鰯
左
術
門
は
御
府
巾
上

ニ
O
五

罷
出
願
候
て
被
召
山
。

て

北
川
庄
右
術
門
の
役
儀
訟
断
り

去。一
、
山
本
湘
兵
術
新
知
拝
領
の
節

山
本
瀬
兵
衛
新
知
秤
鎖
は
.
微
妙
公
小
松
よ
り
江
戸
へ
被
成
御
山
田
倣

筒
、
金
制
仲
城
下
機
関
屋
次
郎
兵
衛
方
御
狭
宿
の
夜
、
白
衣
に
て
御
前

へ
被
錦
召
、
新
知
紋
下
之。

て

掘
削
左
衛
門
被
召
出
背中

微
妙
公
御
代
抑
牛
右
衛
門
限
、
せ
が
れ
糊
左
術
門
被
召
出
被
下
倹州制

民、

共
頭
湯
原
八
丞
へ
迄
申
建
候
得
北
ハ、
八一部
同
心
無
之
候。

共
時

阪
に
都
民
成
可
申
と
仕
候
底
.
折
節
石
黒
太
郎
左
衛
門
見
廻
か
a
A

り
、
双
方
あ
っ
か
ひ
事
務
申
候
。
共
後
h
T

右
衛
門
令
登
城
、
御
衣
迄

を
辺
り
被
巾
候
て
も
、
問
巷
訴
時
間
と
い

へ
ど
も
う
か
と
は
間
不
被
巾

侠
て、

最
前
の
非
主
改
被
巾
侠
と
て
、
話
時
の
椴
者
何
も
感
秘
す
と

被
申
候
慮
、
叉
兵
衛
巾
候
は
‘
尤
上
窓
の
俄
に
御
座
候
得
共
、
右
の

存
寄
に
御
座
候
。
-
度
筑
前
守
へ
被
下
候
俄
に
候
へ
ば
‘
肥
前
守
と

K
御
座
候
山
中
候
庭
、
伊
豆
守
殴
盟
て
被
仰
候
は
.
n
Z
は
上
意

E
以

て
手
前
御
迎
K
能
組
候
俄
K
候
へ
ば
、
是
非
御
披
へ
被
銭
入
可
然
旨

に
て
候
。
共
日
邸
内
の
世
評
組
頭
大
橋
又
兵
衛
へ
伊
豆
守
殿
御
申

渡
候
底
‘
叉
兵
衛
巾
候
は
.
火
い
ま
だ
聞
も
御
座
候
問、

御
退
き
に

は
及
間
数
と
奉
存
候
。
共
上
御
退
被
成
儀
に
候
は
ど
.
下
邸
へ
被
成

御
座
、
肥
前
守
と

-
所
に
被
銭
入
候
織
に
可
仕
候。

何
れ
も
共
窓
得

前

m等
の
色
名
あ
り
。

小
夜
の
川
を
隔
て
向
に

河

原
前
悶
と
一ーも

あ
る
よ
し
。
奥
村
の
邑
に
は
、
奥
村
何
某
と
一
宮
百
姓
あ
り
。

A
X
本
務

奥
村
氏
の
同
姓
也
と
云
。

一
‘
荷
車
山
院
山
間
仰
受
城
御
迎
K
っ
き
挨
拶

防
成
公
御
時
、
京
都
の
上
邸
の
近
所
失
火
花
付、

法
務
院
様
御
笠
披

候
桜
に
と
て
、
御
迎
松
平
伊
豆
守
政
被
也
候
。
此
時
助
成
公
御
在
図

荒守一命は
子丘 、 い首「
邑七事Eた合
は 子 しせ
開j 邑有て
洲の之
よ所とう
り 在仰へ
ー らを
JIIT :/1. ;; 
許候つ
の。と
道部1減
;陸 兵〈
也 術 当l
へは巾
荒悲も
子百Ifの
のが民
主主 父候
陀 也 O

l ! ! 。 玄

宇J T 

ZH E 
品 在

可
限
小
設
住
十

じ
候
へ
と
て
、
馬
衆
出
し
由
。
候。

て

山
森
吉
兵
術
開
門
後
の
御
加
増

首
御
代
初
山
本
久
左
衛
門
御
扶
奉
行
・
山
森
吉
兵
衛
寺
刑
事
行
被
仰

付
候
庭
、
古
兵
術
御
断
巾
上
侠
陀
付、

関
門
被
仰
付
候
。
年
有
之

り
は
づ
し
候
て
は
.
可
仕
核
抑
ハ
御
座
旨
巾
白混
越
候
。
扱
門
外
へ

出
で

馬
K
乗
り
候
時
分
‘
小
袖
の
装
を
反
し
股
立
取
‘
足
綬
共
K
向
巾
侠

は、

開
放
時
分
は
頭
を
も
見
迷
巾
者
に
て
候
。

此
紅
哀
を
我
等
と
存

御
一

所
に
不
被
成
御
座
候

τ、
仰
減
へ
可
被
成
御
座
事
と
は
不
奉
存

候
。
若
叉
是
非
と
も
、
御
減
へ
被
銭
入
候
桜
花
と
の
、
思
召
の
俄
K

御
臨
候
は
ピ、

筑
前
守
へ

不
被
下
が
{且
数
候
と
被
申
候
。
伊
豆
守
政

見
角
の
返
僻
も
保
之
内
、
火
銀
り
巾
・候
故
、
伊
豆
守
殿
日
以
早
火
鍛
り

候
へ
ば
.
見
角
の
愈
諮
陀
不
及
候
旨
御
巾
、
御
崎
被
成
候
。

一
、
市
川
左
馬
肋
殺
容
被
仰
付
候
と
き

市
川
左
馬
助
殺
容
被
仰
付
候
時
分
、
共
門
外
の
か
た
め
K
、
足
松
顕

茨
木
狐
五
左
衛
門・
山
崎
小
右
街
門

間
人
被
仰
付
限
旨
.
央
村
内
品
舷

巾
州
政
毛
に
て

菊
池
大
経
・伊
藤
内
総
列
座
に
て
被
仰
渡
供
。

小
布
術

門
御
一
献
に
は
、
事
川広
供
。
あ
は
れ
左
郎
助
俗
、
鬼
陀
仕
度
候
。

山地花

τ外
へ
い前
出
候
は
wh
.

い
は
せ
は
仕
間
放
候
。
邸
病
者
陀
て
裏
口
よ

O 
四




